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主な内容
富士市観光交流まちづくり計画

皆さんの「声」をお寄せください！
市長への手紙（私の提言）

富士市次世代育成支援計画の策定を進めます

公共施設見学に参加しませんか

夏の交通安全県民運動
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魅力ある富士市づくりと観光交流を目指して

富士市観光交流まちづくり計画

皆さんは、「富士市の観光」と聞いて、何を思い浮かべますか？

これからの社会は「大交流の時代」と言われています。私たちは、

他の地域との交流を積極的に進め、富士市を訪れる人に喜んでもら

えるよう、交流の中から富士市の長所や短所を発見し、富士市とい

う「街」を磨いていくことが大切です。

そこで市では、市民の皆さんと一緒に「観光交流まちづくり計画」

を策定しました。これは、富士市らしい視点で「観光」をとらえ、

基本的な考え方や進む方向をとりまとめたものです。

今回は、この「観光交流まちづくり計画」について紹介します。

（ 2 ）



（ 3 ）

富
士
山
の
恵
み
て
ん
こ
も
り
・
富
士
市 

ー
富
士
山
の
麓
で
展
開
す
る 

　
　
　
　
「
環
境
交
流
」
と
「
に
ぎ
わ
い
観
光
」
ー 

「環境交流」の源となる 
 魅力づくり 

「にぎわい観光」の源と 
 なる魅力づくり 

「環境交流」・「にぎわい 
 観光」を支える基盤・体 
 制づくり 

富士山の麓のこの街で、たく 
さんの人に楽しんでもらおう 

たくさんの人に来てもらい、 
温かく迎え入れる富士市側の 
体制をしっかりつくろう 

富士山に生かされている循環 
型の産業と暮らしを、この街 
で知ってもらおう 

富士山を訪れ、想う人ととも 
に、世界に自慢できる富士山 
を楽しみ、はぐくもう 

■将来像■ ■基本目標■ 

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

ふ
も
と 

ふもと 

おも 

計
画
の
五
つ
の
視
点

観
光
交
流
ま
ち
づ
く
り
計
画
は
、
次
の

よ
う
な
五
つ
の
視
点
か
ら
計
画
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

●
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
●

「
市
民
に
と
っ
て
住
み
や
す
く
、
魅
力

あ
る
街
こ
そ
、
訪
れ
る
人
々
に
と
っ
て
魅

力
あ
る
街
と
な
り
得
る
」
と
い
う
考
え
方

で
進
め
ま
す

●
地
域
産
業
と
の
連
携
●

新
し
い
産
業
観
光
の
展
開
に
よ
り
、
観

光
交
流
と
「
地
域
産
業
」
と
の
横
の
結
び

つ
き
を
強
化
し
、
地
域
へ
の
経
済
的
波
及

を
進
め
ま
す

●
「
富
士
市
な
ら
で
は
」
の
魅
力
●

富
士
市
の
資
源
を
本
物
の
魅
力
と
し
て

磨
き
上
げ
、
育
て
、
売
り
出
し
て
い
く
こ

と
で
、
多
く
の
人
々
に
楽
し
み
を
与
え
、

喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
す

●
市
民
参
加
型
・
地
域
主
導
型
●

市
民
や
地
域
み
ず
か
ら
が
主
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
息
の
長
い
本

物
の
魅
力
を
つ
く
り
上
げ
、
持
続
可
能
な

観
光
交
流
を
進
め
ま
す

●
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
●

だ
れ
も
が
不
安
な
く
訪
れ
、
快
適
に
滞

在
で
き
る
よ
う
、
温
か
く
迎
え
入
れ
る
観

光
交
流
を
進
め
ま
す

環
境
交
流
と
に
ぎ
わ
い
観
光

本
計
画
で
は
、「
環
境
交
流
」
と
「
に
ぎ

わ
い
観
光
」
に
つ
い
て
重
点
を
置
い
て
い

ま
す
。

富
士
市
に
お
け
る
「
環
境
交
流
」
と
は
、

富
士
市
な
ら
で
は
の
環
境
に
配
慮
し
た
取

り
組
み
を
通
し
た
、
市
内
外
の
人
た
ち
と

の
交
流
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
例
え
ば
、

富
士
山
を
中
心
と
し
た
自
然
体
験
学
習
や
、

富
士
市
の
製
紙
業
に
代
表
さ
れ
る
資
源
循

環
型
産
業
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く
学

ん
だ
り
、
体
験
し
た
り
す
る
こ
と
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

一
方
「
に
ぎ
わ
い
観
光
」
と
は
、
こ
の

街
独
自
の
歴
史
や
地
域
性
を
生
か
し
、
こ

れ
ら
を
魅
力
あ
る
も
の
に
磨
き
上
げ
て
、

訪
れ
る
人
た
ち
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
と
い

う
も
の
で
す
。

毘
沙
門
天
大
祭
や
吉
原
　
園
祭
、
甲
子

き
の
え
ね

祭
な
ど
の
伝
統
あ
る
祭
り
、
か
ぐ
や
姫
伝

説
、
富
士
川
治
水
の
史
跡
で
あ
る
か
り
が

ね
堤
な
ど
、
富
士
市
の
歴
史
・
文
化
を
生

か
し
た
に
ぎ
わ
い
の
仕
掛
け
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

※
四
〜
五
ペ
ー
ジ
で

紹
介
し
ま
す

にぎわいの一つ「甲子祭」



の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
日
本
一
の
再
生
紙
生
産
の
ま
ち
」

紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
・
製
造
工
程
、
環

境
へ
の
対
策
、
紙
の
文
化
な
ど
を
、
知

的
好
奇
心
に
こ
た
え
な
が
ら
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
す

●
工
場
見
学
の
展
開

●
「
紙
の
博
物
館
」
の
構
想

●
「
紙
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
イ
ベ

ン
ト
・
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
な
ど

「
牛
乳
パ
ッ
ク
の
再
利
用
を
考
え

る
全
国
大
会
」

資
源
循
環
型
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
・

自
然
と
の
共
生
を
考
え
る
こ
の
大
会
を
、

「
紙
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
実
質
的

な
ス
タ
ー
ト
の
場
と
し
て
位
置
づ
け
、

「
紙
の
街
・
富
士
」
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

と
　
き

七
月
三
十
一
日（
土
）
・

八
月
一
日（
日
）

と
こ
ろ

ロ
ゼ
シ
ア
タ
ー

内
　
容

牛
乳
パ
ッ
ク
の
再
利
用
の
取

り
組
み
事
例
発
表
、
紙
製
品
な
ど
に

関
す
る
展
示
、
子
ど
も
エ
コ
体
験
や

再
生
紙
普
及
活
動
に
関
す
る
分
科
会
、

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
盛
り
込
ん
だ
オ

プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
な
ど

参
加
費

無
料

※
資
料
代
（
希
望
者
の
み
）
千
円
。

※
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
参
加
費
は
別

途
必
要
。

問
い
合
わ
せ

大
会
事
務
局

1
七
一
―
〇
一
〇
〇

製紙工場の見学
（平成15年「モニターツ
アー」より）

富
士
山
百
景
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
富
士
山
み
ぃ
ー
つ
け
た
！
」

森
と
恵
み
の
体
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
富
士
山
の
ふ
も
と
の
環
境
ダ
ッ
シ
ュ
村
」

東
海
道
・
吉
原
宿
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
目
指
せ
！
市
民
の
観
光
地
」

新
・
泉
の
郷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
か
ぐ
や
姫
と
湧
水
の
ふ
る
さ
と
」

岩
本
山
・
雁

か
り
が
ね

堤
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
花
と
歴
史
ロ
マ
ン
」

ス
ポ
ー
ツ
メ
ッ
カ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
う
つ
く
し
い
富
士
の
麓ふ

も
と

に
光
る
汗
」

ら
く
ら
く
ア
ク
セ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
行
き
や
す
い
ま
ち
、
移
動
し
や
す
い
ま
ち
」

エ
コ
マ
ネ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
あ
り
が
と
う
を
交
換
し
よ
う
」

ま
ち
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
ま
ち
の
ウ
ェ
ル
カ
ム
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

お
も
て
な
し
の
心
技
体
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
市
民
の
心
が
映
る
お
も
て
な
し
」

お
い
で
よ
富
士
市
へ
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
観
光
交
流
推
進
の
エ
ン
ジ
ン
」

（ 4 ）

紙
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
か
か
わ
る

栗
原
　
哲
正

の
り
ま
さ

さ
ん

紙の街・富士を見直すきっかけに

紙
の
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、「
リ
サ
イ
ク

ル
」
や
「
環
境
保
全
」
な
ど
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

紙
の
街
と
し
て
、
環
境
を
切
り
口
と
し
た
交
流

を
進
め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
製
紙
会
社
の
多
い

富
士
市
ら
し
く
、
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
紙
が
ど

の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
か
と
い
う
行
程

に
視
点
を
置
き
ま
し
た
。

市
外
の
人
へ
の
Ｐ
Ｒ
だ
け
で
な
く
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
も
富
士
市
の
再
生
紙
産
業
を
も
う
一

度
見
直
し
て
も
ら
う
き
っ
か
け
と
な
る
と
う
れ

し
い
で
す
ね
。

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
本
計
画
の
将
来
像
で
あ
る
「
富

士
山
の
恵
み
て
ん
こ
も
り
・
富
士
市
」
を
実
現
す
る
た
め
に

取
り
組
ん
で
い
く
、
十
三
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
商
業
労
政
課
に
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
富
士

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。



魅力的な 
観光コースを 
つくろう!

モデルコース 

　をつくる 

観光コースの 

　　決定!!

地域の声 
まちづくり関係者 
などによる検討 

地域の声 
まちづくり関係者 
などによる検討 

交通業者、宿泊業 
者などの参入 

地
域
に
根
づ
い
た
観
光
産
業
へ 

※繰り返し検討 

社会実験 地
域
に
根
づ
い
た
観
光
産
業
を

観
光
交
流
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
取
り
組
む
も
の
で
あ
り
、
市
民
参
加

型
・
地
域
主
導
型
で
持
続
可
能
な
も
の
と

し
て
進
め
る
こ
と
が
基
本
に
な
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
市
民
参
加
型
で
で
き
る
こ
と

か
ら
社
会
実
験
的
に
取
り
組
み
、
そ
の
効

果
や
課
題
を
検
証
し
な
が
ら
改
良
を
重
ね
、

地
域
に
根
づ
い
た
観
光
産
業
を
育
て
て
い

き
ま
す
。

例
え
ば
…

と
　
き

七
月
十
八
日
（
日
）

と
こ
ろ

鈴
川
泊
地
（
県
田
子
の
浦
港

管
理
事
務
所
周
辺
）

内
　
容

ヨ
ッ
ト
や
漁
船
の
体
験
乗
船
、

交
流
物
産
展
、
海
と
音
楽
の
ス
テ
ー

ジ
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

★
体
験
乗
船
参
加
者
募
集
★

対
象
は
小
学
生
で
す
（
三
年
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）。
希
望
者
は
、運

動
靴
で
タ
オ
ル
持
参
の
上
、
当
日
の

十
時
ま
で
に
会
場
で
受
付
を
し
て
く

だ
さ
い
。（
受
付
後
抽
せ
ん
を
し
ま
す
）

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
シ
ン
ク
タ
ン
ク
ふ
じ

1
五
一
―
一
一
一
二

ヨットの体験乗船
（平成15年「海交流イ
ベント」より）

今
後
の
推
進
に
向
け
て

長
期
的
な
観
光
交
流
を
進
め
る
た
め
に

は
、
行
政
、
関
連
団
体
・
民
間
企
業
、
市

民
・
市
民
団
体
な
ど
が
連
携
し
、
機
動
的

に
活
動
で
き
る
組
織
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
後
は
「（
仮
称
）
富
士
市
観

光
交
流
ビ※

ュ
ー
ロ
ー
」
を
設
立
し
、
観
光

交
流
に
つ
い
て
の
積
極
的
な
展
開
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

問い合わせ　商業労政課
155-2777
551-1997
Esy-syougyou@city.fuji.shizuoka.jp
Fhttp://fujishi.jp/cityhall/syouko-b/
syougyou/

富
士
市
の
魅
力
を
多
く
の
人
々
に
伝

え
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
私
た
ち
市
民

が
「
富
士
市
の
魅
力
」
を
再
発
見
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
街
に
誇
り
と

愛
着
を
持
ち
、
富
士
市
を
訪
れ
る
人
た

ち
に
も
愛
さ
れ
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り

を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（ 5 ）

子
の
浦
港
・
海
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
海
の
玄
関
！
田
子
の
浦
」

「
海
の
駅
」
の
整
備
・
活
用
を
進
め
、

港
を
拠
点
と
し
た
海
辺
な
ら
で
は
の
交

流
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す

●
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場
跡
地
周
辺
へ
の「
海

の
駅
」
設
置
の
検
討

●
漁
港
周
辺
、
海
岸
緑
地
周
辺
な
ど
の

整
備

●
鈴
川
海
岸
周
辺
の
遊
歩
道
整
備
な
ど

日
本
ぐ
る
っ
と
一
周
・
海
交
流

「
２
０
０
４
駿
河
湾
交
流
in
田
子
の
浦
」

市
民
や
観
光
客
が
海
に
親
し
む
拠
点

と
な
る
「
海
の
駅
」
の
設
置
検
討
に
向

け
て
の
気
運
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
海

交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

田
子
の
浦
港
・
海
の

駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

か
か
わ
る

小お

口ぐ
ち

昭
宣

あ
き
の
ぶ

さ
ん

田子の浦港のよさを感じてほしい

田
子
の
浦
港
は
産
業
港
で
あ
り
、
今
ま
で
は

な
か
な
か
観
光
に
は
結
び
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
の
海
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
田
子
の
浦
港

の
「
に
ぎ
わ
い
」
を
確
認
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
吉
原
駅
か
ら
の
ア
ク
セ

ス
や
駅
南
港
商
店
街
と
の
つ
な
が
り
を
生
か
し
、

鈴
川
泊
地
を
会
場
に
し
て
い
ま
す
。
ふ
だ
ん
は

体
験
で
き
な
い
ヨ
ッ
ト
の
体
験
乗
船
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
を
通
し
、
多
く
の
人
に
「
田
子

の
浦
港
っ
て
、
い
い
と
こ
ろ
だ
な
」
と
感
じ
て

も
ら
え
る
イ
ベ
ン
ト
に
し
た
い
で
す
ね
。



「市長への手紙」は、日ごろ市民の皆さん
が、市政について考えていることなどをお寄
せいただくことで、いつでもどこでも市政に
参加していただこうというものです。
公民館や図書館などの公共施設に専用はが

きを置き、市長にいつでも通信できるように
なっています。お気軽にご意見やご提言、ご
要望をお寄せください。

昨
年
度
は
五
百
十
六
件

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
・
提
言
は
、
広
報
ふ

じ
五
日
号
「
ま
ち
か
ど
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
「
市
長
へ

の
手
紙
か
ら
」の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
取
り
上
げ
た
も
の
は
、

○
缶
の
ご
み
袋
に
つ
い
て

○
市
役
所
に
貸
し
出
し
用
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
設
置
し
て

ほ
し
い

○
中
央
公
園
の
駐
車
場
に
位
置
表
示
を

の
三
件
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
充
実
し
た
制
度
の
運
営
を
目
指
し
、
な

お
一
層
皆
さ
ん
の
声
を
市
政
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見

は
、
す
べ
て
市
長
が
目
を
通
し
、
回

答
は
担
当
課
か
ら
文
書
・
Ｅ
メ
ー
ル

・
電
話
・
面
談
な
ど
に
よ
り
お
答
え

い
た
し
ま
す
。
内
容
に
よ
っ
て
は
回

答
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

専用はがき 
　392件（76％） 

Eメール 
93件（18％） 

20歳以下 
17件 

総数 
516件 

30歳代 
105件 

40歳代 
80件 50歳代 

83件 

60歳代 
83件 

未記入 
82件 

20歳代 
　　32件 

30歳代 
105件 

40歳代 
80件 50歳代 

83件 

60歳代 
83件 

未記入 
82件 70歳以上 

34件 

年代別件数 

10　  20　 30　  40　 50（件）

公 園 整 備 
 
道 路 整 備 
 
交通安全整備 
 
野良猫対策 
 
ごみの回収 
 
学 校 教 育 
 
税　　　金 
 
公共交通機関 

44

35

13

13

12

11

11

9

市長への手紙に寄せられる主な内容 
（上位8項目） 

手紙を出す

市長が内容を確認

担当部署にて
調査・検討

受領確認を送付
「ご意見ありがとう
ございました」

（ 6 ）

回答を要する場
合、面談や文書
などで回答
（市長決裁）

※いずれも平成15年度実績

（わたしの提言）



ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

市
役
所
や
公
民
館
、

各
公
共
施
設
に
専
用
は

が
き
が
置
い
て
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
富
士
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
市

長
へ
の
手
紙
Ｅ
メ
ー
ル

版
が
あ
ま
す
。

通
常
の
は
が
き
、
封

書
、
フ
ァ
ク
ス
な
ど
で

も
構
い
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
も
、
一
通
に

つ
き
一
件
の
ご
提
言
を

お
書
き
く
だ
さ
い
。

◇
個
人
的
な
中
傷
に
関
す
る
こ
と
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

◇
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
や
回
答
を
す
る

場
合
に
必
要
で
す
の
で
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※
個
人
情
報
は
、
連
絡
手
段
や
統
計
の
た
め
に

使
用
さ
れ
ま
す
。
外
部
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

◇
い
た
だ
い
た
提
言
に
つ
い
て
、
回
答
が
必
要
な

場
合
は
「
回
答
を
欲
し
い
」
に
○
を
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

◇
市
の
業
務
以
外
の
事
柄
に
つ
い
て
は
回
答
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

●
信
号
や
道
路
交
通
標
識
の
設
置
・
管
理
な
ど
　

富
士
警
察
署
（
1
五
一
ー
〇
一
一
〇
）

●
国
や
県
が
管
理
し
て
い
る
道
路
や
河
川
な
ど

上
記
の
表
を
参
照

件
数
の
多
か
っ
た
ご
意
見
か
ら

●
近
所
に
子
ど
も
が
遊
べ
る
公
園
を
つ
く
っ
て

ほ
し
い
。
公
園
に
遊
具
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

〈
回
答
〉

市
で
は
、「
緑
の
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
公

園
の
整
備
を
順
次
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
公
園
整
備
に
は
広
い
土
地

が
必
要
に
な
る
な
ど
、
膨
大
な
経
費
と
時
間
が

か
か
り
、
皆
さ
ん
の
ご
希
望
ど
お
り
に
公
園
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。
ご

理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
公
園
へ
の
新
し
い
遊
具
の
設
置
に
つ

い
て
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
や
公
園
利
用
者
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
担
当
　
み
ど
り
の
課
　
1
五
五
ー
二
七
九
四
）

●
道
路
や
側
溝
・
道
路
照
明
灯
な
ど
の
破
損
を

見
つ
け
た
の
で
直
し
て
ほ
し
い
。

〈
回
答
〉

道
路
（
橋
・
歩
道
橋
・
地
下
道
）
に
穴
が
あ

い
た
り
、
水
た
ま
り
が
で
き
た
り
、
側
溝
・
溝

ぶ
た
・
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
・
道
路
照
明
灯
・
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
の
破
損
や
故
障
を
見
つ
け
た
り

し
た
と
き
は
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

皆さんの「声」をお寄せください！

問
い
合
わ
せ

広
報
広
聴
課
　
1
五
五
ー
二
七
〇
〇

　
種
　
　
類 

　
担
　
　
当 

道
路
維
持
課 

林
政
課 

農
政
課 

富
士
土
木
事 

務
所 

維
持
調
査
課 

富
士
国
道
維
持 

出
張
所 

連  

絡  

先 

1
五
五-

二
八
三
〇 

1
五
五-

二
七
八
四 

1
五
五-

二
七
八
二 

1
六
五-

二
二
三
七 

1
五
二-

五
六
五
〇 

市
　
道 

林
　
道 

農
　
道 

　
県
道
、 

　
国
道
４
６
９
号
、 

　
国
道
１
３
９
号 

 

（
今
井
〜
錦
町
） 

　
国
道
１
号
、 

　
国
道
１
３
９
号 

 

（
青
島
〜
天
間
） 

富士市 県 国土交通省 管理者 

富
士
市
で
は
、
昭
和
四
十
七
年
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
「
市
長
へ
の
手
紙
」
制
度
に
よ
り
、

市
民
の
皆
様
か
ら
市
政
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
ご
提
言
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
手
紙
は
、
私
が
直
接

拝
見
し
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
部
局
に
調
査

・
検
討
す
る
よ
う
指
示
し
、
迅
速
か
つ
誠
実

な
対
応
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
や
警

察
の
業
務
、
民
間
の
交
通
機
関
が
行
う
業
務

な
ど
市
で
は
対
応
で
き
な
い
も
の
が
寄
せ
ら

れ
た
場
合
に
は
、
関
係
機
関
に
ご
意
見
を
お

伝
え
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
行
政
改
革
や
ま
ち
づ
く
り
な

ど
に
関
す
る
建
設
的
な
ご
提
案
も
多
く
い
た

だ
き
、
大
変
あ
り
が
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
率
直

な
ご
意
見
を
し
っ
か
り
と
お
聞
き
し
な
が
ら
、

市
政
に
反
映
さ
せ
、
元
気
あ
る
富
士
市
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

皆さんがお考えのこと、お気づきのことなどを
お気軽にお寄せください

富士市長

鈴木　尚

（ 7 ）

Fhttp://fujishi.jp/
551-1456

専用はがき以外で郵送の場合
〒417-8601
富士市長（市長への手紙）宛

あて



現在は少子高齢化が進展し、社会経済に深刻な影響を与
えています。この少子化の流れを変え、次世代を担う子ど
もを育成する家庭を社会全体で支援し、子どもが心身とも
に健やかに育つための環境を整備していこうという取り組
みが始まりました。

次
世
代
育
成
支
援
対
策
と
は
…

国
で
は
、
昨
年
七
月
に
「
次
世
代
育
成

支
援
対
策
推
進
法
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
急
速
に
進
む
少
子
化
の
流
れ
を

変
え
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
や
企
業
が

一
体
と
な
っ
た
十
年
間
の
集
中
的
・
計
画

的
な
取
り
組
み
を
促
進
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
全
国
の
す
べ
て
の
自
治

体
に
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
に
関
す
る

計
画
を
平
成
十
六
年
度
中
に
策
定
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
計
画
に
？

計
画
に
盛
り
込
む
も
の
と
し
て
、
次
の

事
項
が
あ
り
ま
す
。

①
地
域
に
お
け
る
子
育
て
の
支
援

②
母
性
並
び
に
乳
児
及
び
幼
児
な
ど
の
健

康
の
確
保
及
び
増
進

③
子
ど
も
の
心
身
の
健
や
か
な
成
長
に
役

立
つ
教
育
環
境
の
整
備

④
子
育
て
を
支
援
す
る
生
活
環
境
の
整
備

⑤
職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の
両
立
の
推

進
⑥
子
ど
も
な
ど
の
安
全
の
確
保

⑦
要
保
護
児
童
へ
の
対
応
な
ど
き
め
細
か

な
取
り
組
み
の
推
進

今
後
は
、
市
民
懇
話
会
で
の
意
見
な
ど

を
踏
ま
え
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
生
か

し
た
、
よ
り
よ
い
計
画
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

ニ
ー
ズ
調
査
の
実
施

平
成
十
六
年
度
の
計
画
策
定
に
向
け
、

子
育
て
に
関
す
る
生
活
実
態
や
、
子
育
て

支
援
に
対
す
る
要
望
・
意
見
を
把
握
す
る

た
め
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
、
昨
年
度
実
施
し

ま
し
た
。（
対
象：

就
学
前
児
童
と
小
学
生

の
保
護
者
三
千
人
。
う
ち
二
千
五
百
五
十

六
人
か
ら
回
答
）

こ
の
調
査
の
詳
し
い
内
容
や
結
果
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
富
士
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
く
予
定
で
す
。

●
自
由
意
見
よ
り

よりよい行動計画をつくるために、市民懇話
会のメンバーを募集します。
応募資格

選挙権があり、市内に 1 年以上住んでいる人
活動内容

市民懇話会への出席
（年 4 回程度、平日の昼間に開催）

定　　員

4 人程度

募集期間

6 月23日d～ 7 月 9 日f

応募方法

児童福祉課で配布する応募用紙に必要事項を
記入し、作文（「富士市の子育て支援に望むもの」
400字詰め原稿用紙 3 枚以内）を添えて、郵送ま
たはFAX、Eメールで提出してください。
〒417-8601 富士市役所児童福祉課
551-0247 Afukusi＠city.fuji.shizuoka.jp

次世代育成支援計画市民懇話会の委員を募集します

問
い
合
わ
せ

児
童
福
祉
課
　
1
五
五
ー
二
七
六
二

◇
安
い
料
金
で
、
安
心
し
て

子
ど
も
を
保
育
し
て
も
ら
え
る
場

所
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
い
。

◇
子
育
て
に
関
し
て
気
軽
に
相
談
で
　

き
る
場
所
が
欲
し
い
。

◇
少
子
化
の
一
番
の
問
題
は
経
済
的

な
面
に
あ
る
と
思
う
。

◇
い
ろ
い
ろ
な
事
件
が
多
い
世
の
中
、

子
ど
も
が
安
全
に
学
校
生
活
を
送

れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

こ
の
ほ
か
、
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
　

い
た
だ
き
ま
し
た
。

（ 8 ）
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実施日 下記のスケジュール表から都合のよい日を

選んでください。
時　間 1日コース（9:00～15:00）

半日コース（9:00～12:00または13:00
～16:00）

対　象 市内の10人以上21人以下（子どもも１人

と計算）の団体・グループ（企業・営利団
体ではない団体で、見学後、アンケートを
記入していただきます）
※1団体年1回に限ります。

コース 申し込み後、実施日の1か月前までに希望

をお聞きして見学コースを決めます。
費　用 無料

1人でも気軽に参加できます。参加者の募集は、
実施日の前月の「広報ふじ」でその都度お知らせし
ます。日程は右記のとおりです。

市内には、福祉施設や生活環境施設など、公共施設がたくさんあります。これらの
施設見学を通して、皆さんの納めた税金がどのように使われているかを知っていただ
き、市政に対して広くご意見をいただくため、マイクロバスでご案内します。
地域の人たち、またはお友達などと、お誘い合わせの上お申し込みください。

◎申し込み方法
と　き 7 月15日E 8:45～9:00

ところ 市役所8階北側 第2会議室

※希望日が重複した場合は、9:00からその場で抽せ
んを行います。
（先着順ではありませんのでご注意ください）
※あきがある場合は、10:00から電話でも受け付け
ます。

◎その他
・市で傷害保険に加入します。
・やむを得ずキャンセルする場合は、1か月以上前　
にご連絡ください。

・自家用車などで追走しての見学はできません。

…団体・グループ対象実施日

…個人対象実施日

平成16年度
後期

施設見学の
スケジュール

フィランセ

▲環境クリーンセンター

団体・グループ対象

個人参加

問い合わせ
広報広聴課 155-2700

平成16年度　後期（9月～平成17年3月）

▲



行　　　事 と　こ　ろ と　　　き 

〈事前街頭指導・広報の日〉  
 
 
 
 

 9 日� 

街頭指導及び広報 各地区・ 
市役所駐車場 

富士市交通安全指導員視閲 市役所駐車場 

主要交差点街頭指導 国道139号 

7：00～ 8：00

19：00～19：20

19：30～20：30

大淵地区高齢者移動交通教室 市内 9：00～11：30
12日� 

高校生自転車街頭指導 市内 6 か所 7：40～ 8：3014日� 

交通安全教室 富士保育園 10：00～11：00

富士駅北地区反射材着々運動 富士駅北地区 11日�
　　　

交通安全教室 中野保育園 9：30～11：00

ダミー交通教室 天間小学校 9：10～ 9：55
13日� ロゼシアター 

周辺 15：00～16：00 シートベルト・チャイルドシート着用 街頭指導及び取り締まり 

行　　　事 と　こ　ろ と　　　き 

〈自転車安全利用の日〉  
 
 
 
 

15日� 

飲酒運転追放夜間パトロール 

交通安全リーダーと語る会 広見小学校 

19：00～20：00

15：00～16：00

ダミー交通教室 吉永第一小学校 9：05～ 9：45

交通安全教室 吉原工業高校 9：00～10：00

富士駅・ 
吉原中央駅周辺 

セーフティドライバーコンテスト 吉原自動車学校 8：30～13：30
16日� 

交通安全教室 伝法保育園 9：30～11：30

須津小交通安全大会 須津小学校 9：30～11：3017日� 

18日� 田子の浦港 10：00～12：00 ヨットと白バイに乗ろう ! 潮風の中の交通安全 

〈子どもと高齢者の交通安全の日〉  
 

20日� 
主要交差点街頭指導 各地区 18：30～20：00

　6月～8月 

春の全国交通安全運動 春の全国交通安全運動 
4月6日�～15日� 

問い合わせ　地域安全課（富士市交通安全対策協議会事務局） 155-2831

安全は　自
みずか

ら　うち（家庭）から　地域から

皆さん一人一人が、心にゆとりと思いやりを持つ
ことで、恐ろしい交通事故を防ぐことができます。
自分の交通マナーを、もう一度見直してみませんか。

春の全国交通安全運動 春の全国交通安全運動 
4月6日�～15日� 
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子どもと高齢者の交通事故防止
自転車利用者の交通事故防止
飲酒・暴走運転の追放

★運転者は、子どもや高齢者を見かけた
ら、まず速度を落として、思いやりの　
ある運転を心がけましょう。
★自分の子どもでなくても、危険な行動
に対しては積極的に注意するなど、地
域における「一声運動」を推進しまし
ょう。
★「交通安全は家庭から」を基本に、夏
休み中の交通安全などについて家族で
話し合いましょう。

★薄暮時や、夜間の事故を防止するため
早目に自転車のライトを点灯したり、
反射材を利用したりしましょう。
★自転車の二人乗りや並進走行は、絶対
にやめましょう。
★地域ぐるみで、自転車の安全な通行の
妨げとなっている放置物などを点検し、
障害物の一掃を呼びかけましょう。

★自転車も、乗れば車の仲間入りとなる
ことを認識して、自転車の利用者も飲
酒運転はやめましょう。
★「飲んだら乗らない」「乗るなら飲ま
ない」「乗るなら飲ませない」の『3な
い運動』を実践し、「少しくらいなら　
いいかなぁ」という甘い考えをなくし
ましょう。
★職場でも、朝礼や会議で飲酒運転・暴
走運転の危険性を呼びかけましょう。街頭や地域で啓発活動を行います

運動の重点

子どもと高齢者の交通事故防止 自転車利用者の交通事故防止 飲酒・暴走運転の追放



5月のできごと

街のアルバム

「
思
い
出
の
玉
手
箱
」
展

〜
お
も
ち
ゃ
い
ろ
い
ろ
〜

（
市
立
博
物
館
）
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富士のおいしいものがずらり
「観光物産展」

富士地域の地場産品を、観光客にＰＲする観光

物産展が、ＪＲ新富士駅にあるステーションプラザFUJIで行
われました。会場には、ゆで落花生や、かま揚げシラス、竹
細工の工芸品などが並び、新茶シーズンを迎えた「富士のや
ぶ北茶」を、富士の茶娘が笑顔で振る舞いました。連休の混
雑に疲れた駅の利用客も、おいしいお茶にほっと一息ついて
いました。

鎌倉時代へタイムスリップ
「曽我まつり」

曽我兄弟の供養祭「曽我まつり」が、曽我寺で行
われました。曽我兄弟の親を思う心、兄弟愛の大切さなどを
伝えていくとともに、郷土愛をはぐくむことを目的として、
毎年行われています。メーンの武者行列では、鈴木市長が源

みなもとの

頼朝
よりとも

公に扮
ふん

して白馬にまたがり、100人の武士役の人たちと
ともに、巻狩

まきがり

さながらに町内を練り歩きました。

一生懸命の汗、光る
「第38回　富士市民陸上競技大会」

第38回富士市民陸上競技大会が、小学生から一

般まで総勢505人が参加して、富士総合運動公園陸上競技場
で行われました。一般男子1，500メートルをはじめ、7種目
で大会新記録が出るなど、熱いレースが次々と続きました。
競技を終えた選手たちは、緊張のスタートから一転してみん
な晴れやかな表情で、心からスポーツを楽しんでいるようで
した。

未来のナイチンゲール、誓いを胸に
「市立看護専門学校戴帽

た い ぼ う

式」
市立看護専門学校で戴帽式が行われ、第11期

生の2年生40人が、看護師の象徴であるナースキャップを
授かりました。 在校生、家族らが見守る中、学生たちはナ
イチンゲールの像から「看護のともしび」をキャンドルに
受け継ぎ、「出会うであろう多くの人々を慈

いつく

しみ、ともに希
望の光を見出し、自覚と責任を持ち続けます」など、誓いの
言葉を唱和しました。

5月22日 5月1・2 日

5月12日5月22日
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平成16年 6 月20日号

と　き 8月22日a 8:30～（雨天決行）
ところ 富士山こどもの国
種　目 2 d・ 3 d・ 5 d・10dの

クロスカントリー
参加費 一般3,000円、高校生1,500

円、中学生1,200円、小学生
1,000円

申し込み・問い合わせ 7 月 9 日ま
でに電話で富士山クロスカ
ントリー事務局（静岡市）
へ　1054-251-3302

平成17年度
市立看護専門学校入学生
1 市立看護専門学校　64-3131

嘉興・上海・北京への旅
“市民友好の翼”参加者

1 国際交流室　55-2704

第41号 富士市民文芸作品
1 文化振興課　55-2874

対　象　市内在住・在勤・在学の人
（小・中学生は除く）

申し込み　 7 月 1 日～
8 月31日に募集要項
（文化振興課または
各公民館で配布）の
応募規定など確認の上、応募作品
に出品票を添えて、直接または郵
送で、〒417-8601 富士市教育委員
会文化振興課へ

 1 人 5 首まで 
 1 枚以内 

 3 枚以内 
10枚以内 
20枚以内 
30枚以内 

 1 人 5 句まで 

 1 人 1 編 

種　 目　　　規　 定　    原 稿 枚 数 
短　　歌　  
俳　　句　  
川　　柳  
　  詩　  
随　　筆　  
児童文学  
小　　説  

地球が長い年月をかけてつくり上げた森林は生き物の宝
庫です。森林は、昆虫にとって大切なすみかですが、一方
で、鳥や爬

は

虫
ちゅう

類
るい

など多くの天敵が、いつも命を狙
ねら

ってい
る危険がいっぱいの場所でもあります。
そのような環境の中で、食物連

れん

鎖
さ

の
底辺にいる弱い昆虫は、何とかして敵
から逃れて子孫を残していかなければ
なりません。その戦略の一つが擬態で
す。木の葉や花などにそっくりな姿で
敵から隠れる忍者のような昆虫がいま
す。緑の木の葉に化けたコノハムシ、
枯葉にはコノハチョウやカレハカマキ
リ、小枝と見分けがつかないナナフシ

など、森の一部に成りきって敵から隠れています。体全体が
ランの花にそっくりで、本物の花と間違って蜜を吸いに来た
チョウを捕

つか

まえるハナカマキリのようなすごい昆虫もいます。
また、毒を持つドクチョウやマダラチョウを食べた鳥が

嘔
おう

吐
と

し苦しんでいるのを見たことがあります。そんな経験
をした鳥は二度と同じ種類のチョウを食べなくなるといわ
れます。熱帯地方には、ドクチョウとそっくりな模様と行
動をすることによって鳥に食べられないような戦法をとる
毒を持たないチョウも数多くいます。
そして、南米のフクロチョウのように、大きな目玉模様

で敵を驚かせて身を守る仲間もいます。
森は、不思議に満ちた世界です。

（著：安
あ

曇
ずみ

野
の

蝶類研究所　塚田悦
えつ

造
ぞう

）
1 生涯学習課 55－2873

第 4 話　森の忍者と言われる擬
ぎ

態
たい

の達人たち

コノハムシ
（ジャワ島産）

募集学科　看護学科（ 3 年課程）
募集定員　男女40人（推薦入学者含む）
受験資格　高校卒業（見込みを含む）

または文部科学大臣が同等
以上の学力を有すると認め
た人　

願書受付　平成17年 1 月 4 日～14日
試験日　平成17年 2 月 1 日c

（学科試験、小論文）
平成17年 2 月 2 日d（面接）

入学検定料　6,000円

安全で安心な
まちづくりシンポジウム

1 地域安全課　55-2705
犯罪の起こりにくい都市環境の整

備や犯罪の被害に遭わないための対
策について考えるシンポジウムを開
催します。
と　き　 7 月14日d 13:15～15:30
ところ　ロゼシアター小ホール
内　容　パネルディスカッション、

ビデオ上映、事例発表　
問い合わせ　直接または電話で地域

安全課へ

市民一人一人が犯罪に強くなるため
の、特に主婦や高齢者を対象とした防
犯講座を開催しています。また、要望
があれば地区・団体などで開催する防
犯教室などに講師を派遣しています。
内　容 空き巣対策、オレオレ詐欺

さ ぎ

撃退法などの講話、ビデオ
上映、防犯ガラス破壊実験、
防犯グッズの紹介など

講　師　市職員（県警から派遣職員）
問い合わせ 直接または電話で地域

安全課へ

自らかち取る安全 防犯講座
1 地域安全課　55-2705

か こう

みずか

富士山クロスカントリー参加者
1 スポーツ振興課　55-2876

東京 上海 
富士市 

嘉興市 

北京 

友好都市の中国嘉興市を訪ねてみ
ませんか。今回は中国芸術祭にも参
加します。
期　間 9 月 9 日e～15日d

対　象 市内在住の20歳以上の人
（過去に参加した人は不可）

旅行費用　10万8,000円（うち市で 3
万円を補助）

定　員　15人（応募者多数の場合抽せん）
申し込み　 7 月 2 日～ 9 日（土・日
除く）に申込用紙（国際交流室ま
たは各公民館で配布）に必要事項
を記入し、国際交流室へ
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ことしになって一部の地域（鹿児島
県、大分県、埼玉県、群馬県、宮城県）
で、風疹が流行しています。
風疹の免疫を持たない女性で妊娠可
能な年齢期に該当する人は、先天性風
疹症候群（風疹ウイルスが胎盤を介し
て胎児に感染）の発生が危惧

き ぐ

されます。
これから妊娠する予定のある女性
で、風疹にかかったことがなく、風疹
ワクチンを接種していない人は、予防
接種（有料）を受けることにより、先天
性風疹症候群の発生を予防すること
ができます。
妊娠していないことを確かめ、予防
接種を受けましょう。なお最低2 か月
の避妊が必要です。

風疹に注意しましょう！
ふう しん

1 保健福祉センター　64-8992

一斉防疫（希望した町内のみ実施）
1 環境衛生課　55-2768

市では、厚生労働省の鉛にかかわ
る水質基準の改定に伴い、鉛給水管
を使用している可能性があるお宅に
伺い、安全性の説明とご質問に答え
ます。ご協力をお願いします。
期間は 7月 1 日～12月24日で、お

宅に伺う際には、市発行の身分証明
書を携帯していますので、不審な点
がありましたらご確認ください。

上水道鉛給水管のPRで
お宅に伺います

1 水道部営業課　55-2847

期　間 7 月21日d～ 8 月31日c

（毎週月曜日、8 /15は休み）
9:00～12:00 13:00～16:00

利用料 無料
問い合わせ　

田子浦荘（161-0171）
東部市民プラザ（134-0500）
鷹岡市民プラザ（172-1770）

※必ず水泳帽を着用してください。

社会福祉センター プール開き
1 社会福祉協議会　64-6600

内職の求人を希望する事業所
1 商業労政課　55-2778

家庭でできる、簡単な仕事を探し
ています。
申し込み・問い合わせ
内職の求人を希望する事業所は、
7月30日までに直接または電話で
商業労政課へ

※内職相談室（ラ・ホール富士１階）
では、7月30日以降も募集を行って
います。開設時間は毎週火・金曜
日の9 : 00～16 : 00 です。 153-2659

献血にご協力を
1 社会福祉課　55-2757

と　き 7 月15日e

9:30～12:00 13:00～16:00
ところ 市役所北側駐車場
富士献血会場（フィランセ）
と　き 7 月11日・25日　各日曜日　

9:30～12:00 13:00～16:00
ところ フィランセ東館 1階リハビ

リルーム

7月 

1 中央図書館　51-4946

と　き　 7 月 2 日・9 日・23日・30
日 各金曜日　9:00～10:00

ところ　県富士総合庁舎車庫南側
※犬の場合、愛犬手帳が必要です。

飼えなくなった
犬・ねこの引き取り日

1 富士保健所衛生課　65-2154

（（市県民税・固定資産税））
7月11日A 1 9:00～16:00

12日B・13日C 17:00～19:00

1収税課（3階）55-2730

1国民健康保険課（3階）55-2753

（（国民健康保険税））
7月22日E・23日F 17:00～19:00

日曜・夜間納税相談
～市役所～

7 月 の 納 期
7月15日～8月2日

固定資産・都市計画税　第2期
1 収税課　55-2730

国民健康保険税　第1期
1 国民健康保険課　55-2753
介 護 保 険 料　第1期

1 介護保険課　55-2765

と　き　 7 月17日g 8:30～12:00
（小雨決行、荒天時は中止）

内　容　湧水の水温・水質・状態・
周辺の様子などの調査

定　員　30人（先着順）
コース　市役所→原田公民館→湧水
源 6か所→吉永公民館→市役所

申し込み 6 月21日から受け付けます。
電話で環境保全課へ

※市役所からバスが出ます。湧水源
は徒歩で回ります。

第4回　湧
ゆう

水
すい

源
げん

を歩こう
1 環境保全課　55-2773

1 収税課　55-2730

最近、市の職員と偽って税金の徴収
などに伺う事件が起きています。徴収に
伺った場合には、十分注意してください。

税金徴収のにせ職員に注意！

※都合により中止・変更する場合があります。
※休館日は 5、12、19、20、23、26日です。

もし、不審に思った場合は身分証明
の提示を求める、市に電話確認するな
ど十分な注意をお願いします。

日 場所と貸し出し開始時刻 

 1 日・15日（木） 

 2 日・16日（金） 

 3 日・17日（土） 

 7 日・21日（水） 

6 日（火） 

10日・24日（土） 

 8 日・22日（木） 

スーパー吉川中里店駐車場（10：00） 
すどの杜（11：00） 
四丁河原南JA富島駐車場（15：00） 

天間田代区公会堂駐車場（10：00） 
ハックドラッグ川成島店第 2 駐車場（14：00） 
富士緑道竪堀広場（15：00） 

富士信用金庫中丸支店駐車場（10：00）  
城山町公会堂（14：00） 
広見町静岡ガス社宅駐車場（15：00）  

東芝松岡アパート（10：00） 
高山県営住宅団地内（14：00） 
歴史民俗資料館駐車場（15：00） 

滝戸団地前（14：00）  
湯沢平市営住宅内（15：00） 

 
富士見台市営住宅集会所前（15：00） 

鈴川中町フードランド前（10：00）  
自由ケ丘県営住宅集会所（14：00） 
富士第一小学校正門内側（15：00） 

入山瀬東 
入山瀬西  〃  8 日E

入山瀬天王町 
入山瀬久保 

 〃 12日B 厚原西 厚原西 

 〃  9 日F 久沢東 鷹岡本町 1・2

 〃 13日C 厚原南 厚原中 

 〃 14日D 厚原東 1 厚原東 3

月　　日　　   午　　　前　　　  午　　　後 

天間川坂 
天間田代 

 7月 5 日B 天間東 

 〃  6 日C 久沢西 久沢西 
 
久沢南  〃  7 日D

久沢北 
吉原本町1・2・3・4

 〃 16日F 吉原富士本西町 吉原富士本中町 

 〃 15日E 傘木 末広町　傘木北 
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平成16年 6 月20日号

と　き　 8 月 4 日～27日の水・金曜
日 19:00～21:00 計 8 回　

ところ　ラ・ホール富士 7階OAルーム
内　容　ワード・エクセル入門講座
対　象　市内在住・在勤の人
定　員　20人（応募者多数の場合、初

めての人を優先し、抽せん）
受講料　2,000円
申し込み　 7 月21日までに電話で商　

業労政課へ

勤労者のための能力アップOA教室
1 商業労政課　55-2778

19健康づくり・保健コーナー 
国民健康保険医療費分析調査　分析結果（第3報）
今回は糖尿病などの受診状況から、診療費が高い要因と思われるものについて報告します。
富士市は、県平均と比べて40歳以下の若い世代の糖尿病・肝臓疾患における、一人当たりの診療費が高い状況にあり

ます。糖尿病による合併症は20歳代から出現しています。肝臓疾患も30歳未満の若い世代からの受診率が高くなってい
ます。若いときから生活習慣を見直すなど健康管理に努めることが大切です。

1 保健福祉センター 64-8993

安全は自らうち（家庭）から地域から

件　数 
死　者 
負傷者 

年間累計 昨年比 
1,098件 ＋62件 
6人 ＋2人 

1,402人 ＋64人 

（ 5 月31日現在）

ふだん見学できない市場のせり風景
や、みんなの家から出た埋め立てごみ
の行方

ゆ く え

、そして自分の誕生日の新聞を
見てみよう！
と　き　 7 月30日f、8 月 3 日c

各6:30～14:10
コース　市役所→公設地方卸売市場
→埋め立てごみ処理場（大淵の中
間破砕施設・桑崎の最終処分場）
→森林墓園→市役所（昼食）→中央
図書館→市役所（解散）

対　象　市内在住の小学生とその
親（子どもだけでの参加はできません）

定　員　親子各10組20人（応募者
多数の場合抽せん）

参加費　無料　　
持ち物　昼食、水筒、筆記用具、雨具、帽子
申し込み　はがきに、参加する人の
住所、氏名、年齢（学年）、電話番号、
希望する日を記入し、〒417-8601 富
士市役所広報広聴課「親子市政教
室」係へ（ 7 月 9 日の消印有効）
1 広報広聴課　55-2700

市民れんらく版
市民れんらく版

★フェスタえきなん2004
と　き　7 月18日a 15:00～20:00
ところ　富士駅南商店街通り
内　容　鬼

おん

太
で

鼓
こ

座
ざ

・よさこいダンス
チームなど各種団体が参加

問い合わせ　実行委員長　大沼　方
へ　161-0469

※イベントコーナー、ゲームコーナーあります。

★夏季きこえの相談会
聞こえや言葉の心配なお子さんの

相談会を行います。
と　き 7 月26日b・27日c

9:30～12:00、13:00～15:00
ところ　県立沼津聾

ろう

学校
申し込み・問い合わせ　
7 月16日までに電話またはFAXで
沼津聾学校へ　1055-921-3398

5055-923-5327
★第12回 富士っ子トライアスロン大会
と　き 8月1日a 受付7:00～7:45
ところ 元吉原中学校及び鈴川海岸

防波堤
申し込み 7 月10日までに電話で富

士っ子トライアスロン大会
事務局へ　152-5015

※当日午前、砂山公園周辺にて交通規制
を行いますのでご協力をお願いします。

モーターカーづくりにチャレンジ !
電気の仕組みなどを学んでみませんか。
と　き　①8月4日d ②8月5日e

のどちらか 1 日　10:00～11:30
……　①②とも　……

ところ　広見公民館児童分館
対　象 小学 4～ 6年生
定　員　各日30人（応募者多数の場合抽せん）
参加費　無料　
申し込み　 7 月20日（必着）までに、
申込用紙（各小学校・公民館で配
布）に必要事項を記入し、直接ま
たは郵送で、〒417-0862 石坂375
広見公民館児童分館へ

問い合わせ　広見公民館児童分館
122-0582

夏休み電気教室
1 児童福祉課　55-2763

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

15～29歳 30～39歳 40～49歳 50～64歳 65～69歳 70歳以上 

1.08

1.42

1.15

1.26

1.06

0.93
0.86

0.81
0.880.89

1.13

0.84

糖尿病 

15～29歳 30～39歳 40～49歳 50～64歳 65～69歳 70歳以上 

1.23

2.41

1.41
1.58

0.85

1.17

1.39

1.69

1.24
1.33

1.10 1.08

肝臓疾患 

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00 ※静岡県を１とした場合の富士市の数値 

■ 受診率　■ 一人当たり診療費 受診率と一人当たり診療費 

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 

75歳以上 

70～74歳 

65～69歳 

60～64歳 

50～59歳 

40～49歳 

30～39歳 

20～29歳 

0 ～19歳 

58.5（818） 

3.9（55） 

16.7（233） 

11.2（156） 

7.1（99） 

1.5（21） 

1.0（14） 

0.1（2） 

0.0（0） 

糖尿病合併症 

総数1,398人 

※（　）内は人数 

夏休み 親子市政教室夏休み 親子市政教室

※資料：国民健康保険医療統計（平成14年 5 月）
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女性のためのインターネット
素材あれこれ教室

1 ラ・ホール富士　53-4300

①と　き　7 月 6 日c 10:00～12:00
テーマ 「これはビックリ! ボケな

いための食事法」
講　師 続

つづ

木
き

和子さん（CELL
セ　ル

栄養
研究所）

②と　き　7 月14日d 10:00～11:30
テーマ 「安心・安全な食生活のた

めに」
講　師 大木美智子さん（消費科学

連合会）
……　①②とも　……

ところ　フィランセ西館 4 階大ホール
受講料　無料
申し込み　入場整理券が必要です。

直接市民生活課またはフィ
ランセ西館 2 階消費生活セ
ンターへ

※託児あり（要予約、1 回につき保
険料300円）。

市 民 生 活 講 座
1 市民生活課　55-2750

小・中学生の夏休みの自由研究向
けに、地場産業である紙を紹介しま
す。ことしは「特殊機能紙」をテー
マに、身近にあるさまざまな性質の
紙を紹介します。
とき・テーマ
① 7 月24日g 9:00～11:30
「紙が陶器になる？」

② 8 月15日a 9:00～11:30
「チラシでリサイクルはがき」

定　員　各30人（先着順）
参加費　100円
申し込み　①は 7 月10日、②は 8 月
1 日の9:00から受け付けます。直
接または電話で市立博物館へ

と　き　 7 月11日a 9:30～12:00
ところ　市立博物館北側実習室
定　員　20人（先着順）
参加費　500円
持ち物　エプロン、タオル
申し込み　当日直接市立博物館へ
※完成した作品は後日郵送します。

第2回　手すき和紙体験
～はがきづくり～
1 市立博物館　21-3380

第 8 回　紙ｉｎｇ
か み ん ぐ

博物館
～紙のふしぎ実験室～

1 市立博物館　21-3380

と　き　 7 月25日a 9:30～15:30
ところ　市立博物館
内　容 暑中見舞い用はがきづくり
対　象　小学生～一般（ただし小学

4年生以下は保護者同伴）
定　員　20人（先着順）
受講料　300円（材
料費含む）
持ち物　筆記用具、
新聞紙、タオル、
エプロン、ティッ
シュ、昼食

申し込み　 7 月 9 日
の9:00から受け付けます。直接ま
たは電話で市立博物館へ

富士の型染体験
1 市立博物館　21-3380

◆女性史を学ぶ
～女性たちの過去・現在・未来～
富士のまちを紡

つむ

いできた女性たち
の歴史を私たちの手で書き残してみ
ませんか。
とき・テーマ
① 7 月13日c 13:00～15:00
「女性史とは何か－隠された女
性たちの声を聴く」

② 8 月10日c 13:00～15:00
「日本の女性史－原始時代・古
代・中世・近世」

③ 9 月14日c 13:00～15:00
「日本の女性史－近代・現代」

ところ　男女共同参画センター団体
研修室（フィランセ西館 3階）

講　師　折
おり

井
い

美耶子
み や こ

さん（女性史研究者）
定　員 20人（先着順）
参加費 無料
申し込み 7 月12日までに電話また
はFAXで、男女共同参画課へ（E
メールでも可） 551-2363
Esi-danjo@city.fuji.shizuoka.jp

◆「食べたい、安全！」講演会
と　き 7 月 9 日f 10:00～12:00
ところ　フィランセ西館 4階大ホール
講　師　早坂由美子さん（食品と暮ら

しの安全基金世話人）
定　員 200人
参加費 無料
申し込み 当日直接会場へ
問い合わせ 生活クラブ生協沼津セ

ンター（担当・小
お

熊
ぐま

）へ　
1055-923-4828

※各講座とも託児あり（ 7 月 6 日ま
でに要予約、託児料500円）。

富士発・女
ひと

と男
ひと

のフォーラム
1 男女共同参画課　55-2724

と　き 8 月18日～ 9月15日　
毎週水曜日　10:00～12:00
計 5 回

ところ ラ・ホール富士 7階OAルーム
対　象 一般女性
定　員　20人（応募者多数の場合抽せん）
受講料　5,000円（テキスト代含む）
申し込み　7 月 6 日～11日の9:00～
20:30に直接ラ・ホール富士へ

※代理申し込みについては 1人のみ
できます。当せん者は病気など特
別な理由がない限りキャンセルで
きません。

就
学
前
の
子
ど
も
の
名
前

ふ
り
が
な

、生
年
月
日
、

保
護
者
の
名
前
、
住
所
、
電
話
番
号
、
25

字
以
内
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
て
、
直
接

ま
た
は
郵
送
で
〒
417-

8601
富
士
市
役
所
広

報
広
聴
課
へ
（
写
真
は
お
返
し
で
き
ま
せ
ん
）

漆畑天
あま

音
ね

ちゃん H15. 4 .28生
父・多人 母・和代（中央町3）
「水遊び大好き。ことしの
夏は海デビューするぞ!!」

星陽
よう

喬
すけ

ちゃん（左）H15. 9 .12生
父・秀明 母・千香子（横割 6）
「いとこの荘

そう

馬
ま

兄ちゃん（右）
と一緒に撮りました」



博 物 館 

人　口　243,236人 （前月比＋149）
男　120,858人 （＋40）
女　122,378人 （＋109）

世　帯　86,162世帯（＋177）6月1日現在
編集・発行　富士市総務部広報広聴課
〒417-8601 静岡県富士市永田町1-100

10545-51-0123（代） 50545 -51-1456

広報ふじは環境に優しい古紙100％の再生紙と大豆油インキを使用しています

7月の

富士市の青少年の非行
問題に取り組む強調月間　
河川愛護美化運動(8月まで）
社会を明るくする運動強調月間
愛の血液助け合い運動月間
労働者派遣事業適正運営推進月間
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7月7月7月7月7月7月7月7月7月7月7月7月7月7月7月7月7月7月7月7月7月

ホームページ　http：//fujishi.jp/

富士山お山開き　　 
全国安全週間　～ 7 日　　津波対策推進旬間　～10日　　 
富士市展　写真・工芸（ロゼシアター）～ 4 日 
赤ちゃんひろば（伝法公民館） 
  

 

赤ちゃんひろば（須津公民館） 

すくすく赤ちゃん講座（フィランセ西館）  
 
 

  

 

 

橋下護所神社祭典（岩松）  

参議院議員選挙（予定）夏の交通安全県民運動　～20日　→P10 
結婚相談（フィランセ東館）　 
市県民税・固定資産税日曜納税相談（市役所 3 階）→P13 
献血（フィランセ東館 1 階リハビリルーム）→P13

 

 

 

結婚相談（フィランセ西館） 
離乳食講習会・後期（フィランセ西館） 

 

 

神戸雨乞い曼陀羅（神戸曼陀羅祖師堂） 
田子浦みなとまつり（田子の浦港） 
片倉の地蔵さん（大淵）　ふるさと浮島春山祭（東公民館） 

 

日本ぐるっと一周海交流'04 駿河湾交流 in 田子の浦（田子の浦港）→P5 
鎧ケ渕親水公園まつり（原田）　伝法地区夏まつり（伝法小） 
富士市水防訓練（富士川かりがね堤）   家族ふれあいサンデー 
麻薬・覚せい剤撲滅の日 

 

鵜無ヶ淵の観音さん（鵜無ヶ淵観音堂）  

すくすく赤ちゃん講座（フィランセ西館）  

世界昆虫博 in Fuji（ロゼシアター）～ 8 月15日 
結婚相談（フィランセ東館） 赤ちゃんひろば（岩松北公民館） 
離乳食講習会・初期（フィランセ西館） 

 

中島地蔵尊祭典（中島） 
　1 歳 6 か月児健診（鷹岡公民館）赤ちゃんひろば（大淵公民館） 
国民健康保険税夜間納税相談（市役所3階） ～23日　→Ｐ13 
 
 
 
 
 

 

  

富士まつり（市役所周辺）　かぐや姫コンテスト（市役所北側駐車場） 
市立看護専門学校見学説明会　田宿川たらい流し川祭り（今泉） 
結婚相談（フィランセ東館） 
献血（フィランセ東館 1 階リハビリルーム）→P13 
 

 

赤ちゃんひろば（フィランセ西館）  

富士市青少年の船　～31日　普通救命講習（消防防災庁舎） 
すくすく赤ちゃん講座（フィランセ西館） 
　2 歳児むし歯予防教室（フィランセ西館） 

 

 

雫石町少年交流事業　～ 8 月 1 日 
 1 歳 6 か月児健診（フィランセ西館） 
 

 

 

牛乳パックの再利用を考える全国大会（ロゼシアター）→Ｐ4 
吉永地区夏まつり（吉永第一小） 
広見夏まつり（広見商店街通り周辺） 
丘地区夏まつり（丘公民館駐車場） 
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土 
富士市夏期大学（ロゼシアター） 

 

すくすく赤ちゃん講座（フィランセ西館） 
市県民税・固定資産税夜間納税相談（市役所 3 階）  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ～13日　→P13

普通救命講習（消防防災庁舎） 
赤ちゃんひろば（田子浦公民館） 

 

大淵地区ふれあいまつり（大淵第一小） 
富士市津波対策訓練（田子の浦港周辺） 

 1 歳 6 か月児健診（フィランセ西館） 

富士市展　絵画・彫刻（ロゼシアター）～18日 
 1 歳 6 か月児健診（フィランセ西館） 
献血（市役所北側駐車場）→P13

 3 歳児健診（フィランセ西館） 

 

 

神戸地区夏まつり（神戸小） 
宮島の地蔵さん（東宮島）　須津ふるさと祭り（須津小） 
小木の里まつり（富士第二小）  

 

 

 
 
 

 

 3 歳児健診（フィランセ西館） 

曽我八幡宮大祭（厚原） 
結婚相談（フィランセ東館） 

富士岡銀杏地蔵尊祭典（富士岡）　 
吉原身代地蔵さん（吉原 1 丁目） 
小学校音楽発表会（ロゼシアター） 3 歳児健診（吉永公民館） 
 

結婚相談（フィランセ東館） 
赤ちゃんひろば（今泉公民館） 
離乳食講習会・初期（フィランセ西館） 

あま   ご　　  まん  だ   ら 

ふじのくに男女共同参画の日 
こどもなつまつり（こども療育センター） 
赤ちゃんひろば（天間公民館） 

 ［七夕］ 

　［海の日］ 
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「紙が陶器になる？」
（紙ing博物館より）

紙ing
かみんぐ

博物館
「へぇ～！もえない紙にとけちゃ
う紙？いろんな紙集合！」展

10日～ 8 月31日
紙のふしぎ実験室
「紙が陶器になる？」 24日

機
はた

織
お

り体験　　 3 、17、31日
はじめてのやきもの教室 10日
手すき和紙体験　　 11日
やきもの絵付け教室 17日
富士の型染体験　　 25日
休館日　 5 、12、20、21、26日

私が初めてメールを使ったのは 9 年前。それまで、携帯メールとい
う便利なものはもちろんなく、友達との連絡は固定電話や手紙が普通
でした。しかし今では、携帯やパソコンのメールにすっかり頼りきっ
た毎日。そんなとき、友人から届くはがきや手紙の、特徴ある手書き
の文字に、ふと心がいやされます。顔文字や絵文字もいいけれど、手
書きの文字ほど温かさを感じるものはありませんね。（ゆ ）




